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2019年度
献上茶復活を核にした中山間地域の再生

三原市黒谷地区＋神明だるま職人＋広大生の試み



黒谷地区 （三原市大和町下草井）
標高３２０～３６０M 人口100名 35戸

・江戸時代、浅野藩への献上茶を復活

・お茶を楽しむ空間作りќ広島の工芸で演出

プロジェクト名「楽しゅう飲みん茶い」

2019年度 第一弾：三原だるま（神明）ќ茶入れ

2020年度 第二弾：だるまのお盆



手もみ煎茶作り

親睦会



茶葉の容器

ラミネートで
手もみ煎茶の
茶葉を入れる



備後絣きんちゃく

貯金箱

「黒谷茶るま」



手もみ茶葉復活・活動記事（中国新聞）
広島県庁東館1階展示（2020年11月～現在



2020年度

「楽しゅう飲みん茶い」ќお盆
（1年1名・2年3名・3年4名・大学院生2名

研究生2名）計12名

まほろば黒谷
宮島細工職人（中島茂氏）
テーブルコーディネーター（菅生美希氏）
広大生（12名）



広島県伝統的工芸品
宮島細工
・彫刻：広川一仙（和男）氏（彫刻）

伝統工芸士・宮島細工協同組合長

・轆轤：中島茂氏

広川一仙氏の弟子



広島県伝統的工芸品
宮島細工
・彫刻：広川一仙（和男）氏（彫刻）

伝統工芸士・宮島細工協同組合長

・轆轤：中島茂氏

広川一仙氏の弟子ќ採用することに



12月 2月
8日 有志を募る 7日 中島氏工房来訪
17日 Teams会議 14日 中島氏工房来訪
25日 お盆に決定
30日 広川・中島工房来訪
1月 3月
7日 Teams会議 5日 菅生工房で会議
11日広川・中島工房来訪16日 菅生工房で会議
12日 Teams会議
14日 彫刻お盆到着
19日 Teams会議
22日 Teams会議
26日 菅生工房来訪



スケジュール
広川氏（彫刻）中島氏（轆轤）ќ2技法でお盆を試作制作

①彫刻・・・広川氏の試作品（原案：学生図案）は彩色が
落ちることから却下とする。
意見と新案の創作。

②轆轤・・木象嵌ќ〇と□の組み合わせデザインを考える。
木材の色
①黒柿
②ブラックチェリー
③山桜
④ウォルナット
⑤ハードメープル



①彫刻
試作品図案



簡素すぎる



宮島細工 彫刻一例



今回のオリジナルデザインが本来の彫刻の良さを消すことにつながると
考え、今回は轆轤の木象嵌で制作することを決定。



轆轤（ロクロ）

試作品

円形
5寸
上20㎜
下30㎜
6寸
上25㎜
下35㎜

ブラックチェリー

黒柿

ハードメープル

ウォルナット

山桜



・〇と□で形を構成する木象嵌
デザイン作り

最大直径：35㎜（＋－5㎜可能）
最小直径：20㎜（＋－5㎜可能）



５寸:150㎜
〇形上
・ブラックチェリー
・直径20㎜

〇形下
・黒柿
・直径30㎜



６寸:180㎜
〇形上
・ウォルナット
・直径25㎜

〇形下
・山桜
・直径35㎜



5寸 6寸



5寸 6寸



新たな学生による図案



学生図案 学生図案



完成まじかの
作品 4点



菅生「美器」工房会議
2018年度（第26回）

テーブルウェア・フェスティバル最高位



だるまに見える比率・工夫



作品１

作品２



作品３

作品４



その他の作品
宮島細工
（木象嵌）

中島氏作品の
アレンジ

角皿
7寸
3,850円



背面
長方形
大・中・小
皿を制作中

ќ菅生美希氏
考案

宮島細工
木目の美しさ



今後の課題
①4つのお盆完成が4月予定
6月頃販売予定の「黒谷茶るま」に販売時期を合
わせる。

②今回の宮島細工お盆（4つ）の権利

③大・中・小の皿の権利について

④宮島細工（伝統工芸）の抱える問題
：地域・学生達の理解ќ講演・交流会・検討会



1，2年生からの要望

来年度、茶入れ・お盆に続く
広島県の伝統工芸の作品制作


